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特
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特
別
児
童
扶
養
手
当
（
創
設
当
時
の
名
称
は
重
度
精
神
薄
弱
児
扶
養
手
当
）
は
、
入
所
施
設
の
不
足
を
背
景
に
精
神
又
は
身

体
に
障
害
を
有
す
る
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
昭
和
三
十
九
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。 

 

本
手
当
に
つ
い
て
は
創
設
当
初
よ
り
受
給
資
格
に
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
厚
生
労
働
省
が
提
示
し
て
い

る
所
得
制
限
の
表
に
よ
る
と
年
収
が
六
百
八
十
六
・
二
万
円
に
達
し
た
場
合
、
手
取
り
が
年
額
六
十
八
・
一
六
万
円
減
少
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
崖
」
が
発
生
す
る
（
一
級
障
害
の
子
が
一
名
、
収
入
は
世
帯
主
の
み
の
場
合
）
。
ま
た
所
得
制
限
を
回
避
す

る
た
め
に
働
き
控
え
を
す
る
、
ま
た
は
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
控
え
る
な
ど
本
来
の
制
度
の
趣
旨
を
没
却
さ
せ
る
よ

う
な
状
況
が
発
生
し
て
い
る
。
創
設
当
時
の
平
均
世
帯
人
数
が
四
・
四
一
人
か
ら
令
和
六
年
現
在
で
は
二
・
八
四
人
に
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
核
家
族
化
や
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
の
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は

高
ま
っ
て
お
り
、
所
得
制
限
を
撤
廃
し
て
対
象
児
童
が
公
平
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。 

 

前
記
を
踏
ま
え
て
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 
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一 

制
度
創
設
当
時
の
審
議
に
お
け
る
小
林
武
治
厚
生
大
臣
（
当
時
）
お
よ
び
黒
木
利
克
厚
生
省
児
童
局
長
（
当
時
）
の
衆
議

院
社
会
労
働
委
員
会
に
お
け
る
答
弁
（
昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十
七
日
、
昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十
八
日
）
に
よ
れ
ば
、
当

該
手
当
の
制
度
設
計
に
あ
た
り
、
そ
の
性
格
付
け
に
お
い
て
「
所
得
保
障
」
ま
た
は
「
介
護
費
」
の
い
ず
れ
を
採
る
か
に
お

い
て
整
理
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
不
本
意
な
が
ら
児
童
扶
養
手
当
と
同
様
の
体
系
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し

て
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
一
年
の
制
度
改
正
に
際
し
て
は
、
竹
下
精
紀
厚

生
省
児
童
家
庭
局
長
（
当
時
）
に
よ
り
、
手
当
の
性
格
整
理
を
改
め
て
行
い
、
「
介
護
費
」
と
し
て
の
性
格
づ
け
を
行
っ
た

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
（
昭
和
四
十
一
年
五
月
七
日
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
）
。
ま
た
鈴
木
善
幸
厚
生
大
臣
（
当
時
）
は
、

同
手
当
の
所
得
制
限
は
本
来
設
け
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
将
来
的
に
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
方
向
で
制
度
改
正
に

取
り
組
み
た
い
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
昭
和
四
十
一
年
五
月
十
一
日
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
）
。 

 
 

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
該
手
当
の
所
得
制
限
は
性
格
整
理
と
の
整
合
性
を
欠
く
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

一
方
、
前
述
し
た
性
格
整
理
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
四
十
四
年
の
制
度
改
正
に
際
し
、
渥
美
節
夫
厚
生
省
児
童

家
庭
局
長
（
当
時
）
は
、
当
該
手
当
に
つ
い
て
「
所
得
制
限
の
規
定
が
あ
る
た
め
、
所
得
保
障
の
一
環
と
い
う
性
格
を
持
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つ
」
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
（
昭
和
四
十
四
年
六
月
四
日
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
）
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
五

年
の
審
議
に
お
い
て
は
、
坂
元
貞
一
郎
児
童
家
庭
局
長
（
当
時
）
よ
り
、
「
当
該
手
当
は
所
得
保
障
的
性
格
を
基
本
と
し
、

若
干
、
介
護
料
的
意
味
合
い
を
持
つ
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
四
十
五
年
五
月
十
二
日
参
議
院
社
会
労
働
委
員

会
）
。 

 
 

す
な
わ
ち
、
昭
和
四
十
一
年
当
時
に
お
い
て
介
護
費
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
撤
廃
が
実
現
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
制
度
の
性
格
を
介
護
費
か
ら
所
得
保
障
へ
と
変
化
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
状
況
が
観
察
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
得
制
限
は
本
来
設
け
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
所
得
制
限
が
あ
る

こ
と
を
以
て
手
当
の
性
格
を
所
得
保
障
と
解
釈
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
に
、
当
該
手
当
は
所
得
保

障
で
は
な
く
介
護
費
で
あ
る
と
認
識
す
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
認
識
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

三 

令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
参
議
院
こ
ど
も
・
子
育
て
・
若
者
活
躍
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
、

小
林
さ
や
か
委
員
に
よ
る
昭
和
四
十
年
代
当
時
に
は
所
得
制
限
は
撤
廃
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
答
弁
を
厚
生
大
臣
が
行

な
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
に
対
し
、
神
谷
政
幸
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
は
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
ま
だ
未
整
備
で
あ
っ
た
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昭
和
四
十
年
代
当
時
に
お
け
る
厚
生
大
臣
答
弁
を
指
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
障
害
児
に
対
し
て
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
が
大
幅
に
拡
充
し
た
現
在
と
状
況
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
厚
生
労
働
省
「
社
会
福
祉
施
設
等
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
障
害
児
入
所
施
設
の
定
員
数
は
医
療
型
を
除
き
い

ず
れ
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
同
省
「
令
和
四
年
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査
」
に
基
づ
く
推
計
に
よ
れ

ば
、
特
に
精
神
障
害
者
の
施
設
入
所
者
数
は
平
成
二
十
一
年
度
以
降
一
貫
し
て
減
少
し
て
お
り
、
令
和
四
年
度
と
比
較
し
た

場
合
、
入
所
者
数
は
八
・
一
万
人
減
、
入
所
率
は
三
・
六
七
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
在
宅
介
護
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
令
和
四
年
度
の
在
宅
介
護
率
は
九
十
五
・
八
％
に
達
し
、
現
在
で
は
介
護
の
大
部
分
が
在
宅
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
制
度
創
設
の
背
景
で
あ
る
入
所
施
設
の
不
足
と
い
う
観
点
に
照
ら
す
と
、
当
初
と
比
べ
て
状
況
が
大
き
く

異
な
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


